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等価関係等価関係

基本等価関係

P+Q～Q+P P+(Q+R)～(P+Q)+R P+P～P P+0～P
P|Q～Q|P P|(Q|R)～(P|Q)|R P|0～P

観測等価関係

α.τ.P～α.P P+τ.P～τ.P α.(P+τ.P)+ α.P～α.(P+τ.P)
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弱双模倣の定義弱双模倣の定義

プロセス上の関係 R が弱双模倣であるとは、p R qならば、任意の t∈
A について、次の2 つの条件が成り立つことである。

(1) p⇒ p’ならば、ある q’が存在して q⇒ q’かつ p’ R q’を満たす。

(2) q⇒ q’ならば、ある p’が存在して p⇒ p’かつ p’ R q’を満たす。

t = a1…an∈ A のとき、p⇒ p’
t

p (→) → (→) → (→)・・・(→) → (→)  p’τ a1       τ a2       τ τ an      τ …** *
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観測等価観測等価
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等価性の完全公理化等価性の完全公理化

計算機に、等価性の定義に従って等価性を示させるのは困難が伴う

等価性に対する完全な公理系があれば計算機処理が容易になる
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公理系（＋）公理系（＋）

【A ：＋に関する可換モノイド・べき等公理系】
（A1) ｐ＋ｑ＝ｑ＋ｐ

（A2) ｐ＋（ｑ＋ｒ）＝（ｐ＋ｑ）＋ｒ

（A3) ｐ＋ｐ＝ｐ

（A4) ｐ＋０＝ｐ

構文　P::= 0 | α.P | P+Q　の場合
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公理系公理系

通常論理体系は、論理式の作り方、公理そして推論規則を与えるこ
とによって定まる

ここで考える等式論理という体系では、等式が論理式であり公理は
等式の集合によって与えられる

意味的な
等価プロセスの
関係全体

公理により
演繹される
プロセスの全体

健全性：公理から演繹されるプロセス式が意味的にも等価

完全性：意味的に等価プロセス式が公理によっても演繹可能
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公理系公理系

Aを公理系としたとき、等式がｐ＝ｑが公理系Aから証明できるとき、A⊢ｐ
＝ｑと書く

例）A ⊢（ａ＋０）＋ｂ＝ｂ＋ａ
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公理系公理系

ｐを任意のプロセスとすると、ある標準形のプロセスｐ’が存在して

A ⊢ｐ＝ｐ’

プロセスｐが標準形であるとは、
ｐ≡ ａ .ｐ ＋･･･＋ａ .ｐ

で表される場合である
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公理系公理系

再帰がないプロセスに対して、公理系Aは強等価性に関して健全か
つ完全であるすなわち、ｐ、ｑを再帰がないプロセスとすると

ｐ ～ ｑ ⇔ Ａ ⊢ｐ＝ｑ
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公理系（公理系（τ）τ）

（Ａ５） α.τ.ｐ＝α.ｐ
（Ａ６） ｐ＋τ.ｐ＝τ.ｐ
（Ａ７） α.（ｐ＋τ.ｑ）＋α.ｑ＝α.（ｐ＋τ.ｑ）
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公理系による等価判定公理系による等価判定

公理系A 、A を使って合同等価式
ｐ＋τ.（ｐ＋ｑ） ≌τ.（ｐ＋ｑ）

を導く
　ｐ＋τ.（ｐ＋ｑ） ＝ｐ＋（（ｐ＋ｑ）＋τ.（ｐ＋ｑ））　（（A6)より）

　　　 ＝（ｐ＋（ｐ＋ｑ））＋τ.（ｐ＋ｑ）　（（A２)より）
　　　　　　　　　　　 ＝（（ｐ＋ｐ）＋ｑ）＋τ.（ｐ＋ｑ）　（（A２)より）
　　　　　　　　　　　 ＝（ｐ＋ｑ）＋τ.（ｐ＋ｑ）　　　　　（（A２)より）
　　　　　　　　　　　 ＝τ.（ｐ＋ｑ） 　　　　　　　　　　　（（A6)より）


